
京都府こども発達支援センター すてっぷ と協議し、教育・医療で連携
したアセスメント票を作成しました。

右側は医療の立場より、提供のあった「チェックリスト」であり、医療
における学習障害や発達障害を判断する視点がよく分かり、各学校でも児
童生徒を見る視点の参考になるものです。

また、在学している児童生徒が医療機関受診するときに学校での様子の
提供を求められることもあると思いますが、医療と連携する際にも有効に
活用できるものです。

ただ、これは必ず活用しなければならないものではありません。現在、
使用しているものを継続して使用しても結構です。今後、新たに作成する
場合や、ご覧いただき、使用できそうであると判断されたときに、ご利用
いただければと思います。

アセスメント票について

従来のものをもとに作成していま
す。右のチェックリスト以外に気に
なる特性について記入します。

チェックリストをもとに作成して
います。LDやASD、ADHDなどの
特性をチェックします。


